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高圧ガス保安法での容器及び附属品の規制について 

 

 

① 容器検査及び附属品検査について 

高圧ガスを充塡する容器及び装置される附属品は、容器検査及び附属品検査に合格し、

合格したことを示す刻印等がなされていなければ、譲渡し、又は引き渡してはならない。 

（高圧ガス保安法（以下「法」という。）第４４条、法第４９条の２） 

 

② 刻印等について 

 容器又は附属品に紛らわしい刻印等をしてはならない。（法第４５条第３項、法第４

９条の３第２項） 

 

③ 容器への充塡について 

 容器に高圧ガスを充塡する場合、容器検査及び附属品検査に合格したもの（所定の期

間を経過したものは再検査に合格したもの）であること。（法第４８条第１項） 

 

④ 罰則について 

上記①の容器検査及び附属品検査に合格していない容器及び附属品を譲渡し、又は引

き渡した場合、法第８２条第１項に基づき罰則が適用されます。 

上記②の容器又は附属品に紛らわしい刻印等をした場合、法第８２条第１項に基づき

罰則が適用されます。 

上記③の充塡時の確認に違反した場合、法第８１条第３項に基づき罰則が適用されま

す。 

 

 


